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つくば科学フェスティバル2008

平成20年11月8日（土）、9日（日）の2日間、つくば
カピオで行われた「つくば科学フェスティバル2008」に、
農業環境技術研究所は「土の不思議」というテーマで出
展しました。わたしたちの身近にある「土」ですが、植
物をはぐくむことのできる「土」についてどのくらい
知っているでしょうか?

今年の科学フェスティバルでは、身近でも意外に知ら
ない「土」について、その種類や調査の方法、土の持つ
機能や、土の中の生き物など、さまざまな角度から紹介
するポスターや標本などを用意し、研究者が解説を行い
ました。また、土の持つ浄化機能（水をきれいにする力）
の実験を行いました。実験に参加できるのは小中学生で
すが、実験を見守る保護者からも、青インクを入れた水
がきれいになるのを見て、思わず「すごい!」と声が出て

いました。さらに、「クイズ：土壌博士に挑戦！」を行
うなど、多くの方に「土の不思議」を知っていただきま
した。

つくば科学フェスティバルは、つくば市・つくば市教
育委員会主催で、市内の学校・研究所などが、青少年向
けに科学技術に親しんでもらう機会として毎年開催して
いる科学イベントです。今年も、科学実験や体験・展示
など、さまざまな企画が実施されました。特に今年は、
つくばにある高エネルギー加速器研究機構名誉教授で、
ノーベル物理学賞を受賞した小林誠先生の記念講演が行
われるなど、例年にない盛り上がりでした。
 （広報情報室　広報グループ）

平成20年11月22日（土）から24日（月・祝）まで、東京・
お台場にある国際研究交流大学村で、「サイエンスアゴ
ラ2008」が開催されました。サイエンスアゴラは、科
学技術を一般の人に分かりやすく紹介する交流の広場

（アゴラ）として、科学技術振興機構（JST）が2006年から
毎年開催しています。今回も科学技術にかかわるシンポ
ジウム、ワークショップ、展示など多彩な企画が実施さ

れました。
23日（日）に日本科学未来館で行なわれた「研究者とか

たるミニトーク『温暖化でお米はどう変わる?』」では、
農業環境技術研究所の吉本真由美主任研究員が話題提供
者となりました。この企画は、いくつかの丸テーブルに
分かれて座った参加者が飲み物を飲みながら語り合う、
サイエンスカフェの形式で行なわれました。

高温によって多発している米の白未熟粒を手にとって
見てもらいながら地球温暖化について説明し、将来の米
の収量予測、米の登熟不良や高温不稔の発生とそのメカ
ニズム、さらには、シミュレーションモデルによって穂
温と高温不稔との関係を明らかにする自身の研究、農業
気象を研究することになったきっかけや研究に対する想
いにまで話題がおよびました。参加者たちは親しみやす
い話に引き込まれ、ミニトークは好評のうちに終了しま
した。
 （広報情報室　広報グループ）

サイエンスアゴラ2008「研究者とかたるミニトーク」
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